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2023年度 認知症研修

1979年、福岡県生まれ。大阪市立大学大学院修了。
同大学医学部附属病院（循環器内科・CCU、消化器
外科）看護師を経て、2016年から国際医療福祉大学
専任教員。認知症サポーターキャラバン・メイト養成
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認知症患者へのケアの原則及び基礎的知識を修得
することにより、病院での看護・介護・リハ実践等
における対応力の向上を図ることを目的とする

研修の目的
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認知症に係る基本事項について言語化できる

学修目標
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1

2 認知症患者へのケアの原則について言語化できる

病院での認知症患者に対する適切な看護・介護・
リハ実践のあり方について自身の考えを述べる
ことができる

3

2023年度 認知症研修
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一般病院においても認知症患者への対応力の向上
が求められる社会的背景

1

講義の内容
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2 病態理解に基づいた認知症患者への看護・介護

3 その他、認知症医療における最新の動向

2023年度 認知症研修

病院での認知症患者に対する適切な看護・介護・リハ実践等のあり方
についての自身の考え［*3分以内に考えついたこと］

認知症に対して自身の抱くイメージ［*1分以内に想起したこと］

研修前の自身の知識や考え［ ］
1

認知症患者へのケアの原則、基本事項［*1分以内に想起したこと］2

3

5分で記載
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認知症高齢者の将来推計

出所：厚生労働省「認知症の人の将来推計について（平成14年成年者）の概要」より転載 https://www.mhlw.go.jp/content/001061139.pdf
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2023年6月「認知症基本法」成立

国民は、共生社会の実現を推進するために必要な認知症に
関する正しい知識及び認知症の人に関する正しい理解を深め
るとともに、共生社会の実現に寄与するよう努めなければな
らない（第八条）

＊ 高齢化による認知症の人への支援は、「待った無し」の状況

出所：参議院 議案情報 第211回国会（通常） 成立法律のPDFファイル「法律第六十五号（令五・六・一六） ◎共生社会の実現を推進する
ための認知症基本法 https://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/211/pdf/s0902110242110.pdf

2023年度 認知症研修

⇒ 医療機関においては、認知症患者の入院受け入れが急務
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世界アルツハイマー
月間［9月］

出所：公益社団法人認知症の人と家族の会ホームページ「世界アルツハイマーデー・

月間」より転載 https://www.alzheimer.or.jp/?p=58389
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⇒ オレンジは認知症支援の色

乳幼児期 ⇒ 学童/青年期 ⇒ 成人/壮年期 ⇒ 老年期

認知症とは乳幼児に戻ることか？
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認知症

≠ 退行現象

⇒ 「パーソンセンタードケア」が志向される

2023年度 認知症研修

イントロダクション
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パーソンセンタードケアとは

意識的に患者の立場の視点を取り入れたケアアプローチ。
キットウッド Tom Kitwood が最初に認知症に関連して提唱
し、認知症の人々の立場に立った視点を重視した認知症ケア
の理念。

⇒ 困った人ではなく、「困っている人」であるという捉え直し

出所：看護大辞典 第2版（2010年）

2023年度 認知症研修
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本研修の重要用語

パーソンセンタードケア、中核症状、周辺
症状、BPSD（行動・心理症状）、アルツハ
イマー型認知症、血管性認知症、レビー小体
型認知症、MCI、アミロイドβ仮説

2023年度 認知症研修

必須知識
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認知症ケアの原則
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本人のペース、タイミングに合わせる

持っている能力を活かす、奪わない

不安や恐怖を感じさせず、自尊心を損ねない

1

2

3

2023年度 認知症研修

*身体抑制、鎮静薬等 ⇒ 余計に状態を悪化させかねない

いったん正常に発達した知能が、後天的な脳の器質的
変化によって慢性的に低下する病態

認知症と原因疾患
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アルツハイマー型認知症（AD）・・65％

血管性認知症（VD）・・20％

レビー小体型認知症（DLB）・・5％

1

2

3

2023年度 認知症研修

90％

出所：看護大辞典 第2版（2010年）
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アルツハイマー型認知症
血管性認知症

レビー小体型認知症

1

2

3

2023年度 認知症研修

記憶を司る海馬（側頭葉）
の萎縮

病変部位に応じた症状

視覚を司る後頭葉⇒幻視

位置・場所等の認識を司る
頭頂葉の萎縮

脳幹⇒運動の調節が難し
くなりパーキンソン症状

衝動性のコントロール
や意欲を司る前頭葉
⇒易怒性、意欲低下

知的機能の低下：記憶障害、見当識障害、失語、失認
失行、判断力・理解力の低下

中核症状と周辺症状
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行動・心理症状：不安、妄想、興奮、抑うつ気分、昼
夜逆転、徘徊、暴力行為、異食 等
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Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia

BPSD（行動・心理症状）
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行動的 心理的 症状 認知症

＊1996年に国際老年精神医学会主催の国際会議で
「認知症の行動・心理症状」という呼称が提唱され
て以降、使用されるようになった

出所：看護大辞典 第2版（2010年）

認知機能の低下した患者のBPSDを発生・悪化させない
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⇒ 対象者のBPSDの要因をアセスメントする

〈病理的状態、個人因子、環境因子〉

看護・介護の役割：認知症患者の視点を想像し、要因
を除去 or 代償による改善を図る

2023年度 認知症研修

認知症ケアとは
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心理症状

なぜ、何度も同じことを聞いてくるのか
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ケースワーク01

行動症状

なぜ、オムツを外して、便を触っているのか

ケースワーク02

行動症状

なぜ、何度もナースコールを押すのか

ケースワーク03

なぜ、何度も同じことを聞いてくるのか
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⇐ もう言いましたよね

2023年度 認知症研修

ケースワーク01

⇐ 認知症だから仕方ない
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なぜ、オムツを外して、便を触っているのか
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⇐ えっ、何やってるんですか。ストップ、ストップ

⇐ オムツ脱がないでください。着けておいてください

ケースワーク02

なぜ、何度もナースコールを押すのか
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⇐ 寂しいのかな

⇐ 認知症だから仕方ない

2023年度 認知症研修

ケースワーク03
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⇒ 私たちが「不審者」に映っている

認知症の人の視点に立つ
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例えば、はじめて会った人が、「ダメ」と大声を出して近づ
いてきたら？

大切なことは、、、

BPSDが具体的にどのように表出されているかを観察、
その有効な対処法を見出し、多職種で共有する
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MCI（mild cognitive impairment）

認知症の前段階（正常と認知症の中間と
もいえる状態）の軽度認知障害。物忘れが
主たる症状だが、日常生活への影響はほと
んどなく、認知症とは診断できない状態。

2023年度 認知症研修

必須知識

参照：厚生労働省「e-ヘルスネット」 https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/alcohol/ya-033.html

軽度 認知 障がい
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アミロイドPETと認知症抗体薬による超早期
治療の可能性

⇒アルツハイマー型認知症の原因物質とされるアミ

ロイドβを取り除き、認知機能を回復させること

が見込まれている

2023年度 認知症研修

最新動向
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おわりに
認知症高齢者が700万人に昇る時代が、目前にまで到来し

ています。そうした社会においては、認知症病棟以外の病棟
スタッフも当然に認知症患者への看護・介護を提供する必要
に迫られることになります。

しかし、特に看護教育では認知症ケアについて学ぶ機会が
乏しく「自信がもてない」といった声も聞かれ、各施設にて
追加の研修が実施されています。教科書通りに進まないこと
も多いのですが、だからこそ臨床での試行錯誤の取り組みが
重要です。本研修がその一助になることを願っております。

2023年度 認知症研修
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https://www.youtube.com/watch?v=OW1IkgvfUCs

主な文献・資料
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・Alzheimer's Disease International ホームページ
https://www.alzint.org/

・介護福祉士養成講座編集委員会：認知症の理解.中央法規, 2019.
・北川公子：老年看護学 第9版.医学書院, 2018.
・公益財団法人 認知症の人と家族の会 ホームページ https://www.alzheimer.or.jp/
・厚生労働省 認知症施策 ホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninchi/index.html

・国際老年精神医学会（日本老年精神医学会 訳）：認知症の行動と心理症状BPSD 
第2版.アルタ出版, 2013.

・トム・キットウッド（高橋誠一 訳）：認知症のパーソンセンタードケア―新しいケア
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